
中学校区 登録者数(R5.6.1現在)

第ニ中 217

第三中 248

第四中 230

第五中 225

第七中 172

⾨真はすはな中 202

企業等 156

その他・市職員 141

合計 1591

子どもの未来応援団員登録者数

⼦どもの未来応援ネットワーク

情報誌

2023.06

 皆さまのまわりで「応援団員に登録したい。」「⼦どものために何かしたい。」と
思われる⽅がいましたら、養成研修の受講をお勧めください。

応援団員研修受付中！

「⾃信がない」「間違っていたら
どうしよう」「こんなことで連絡
してもいいのかな」などの⼼配は
⼀切いりません！
まずはご連絡・ご相談ください。
応援団員の皆さまの少しの気づき
が、その⼦どもを救います。

ケース数

�どもの未来�援チーム ☎06-6902-6098

vol．16

情報元 件数(R5.6.1現在)

応援団員 180

学校 114

その他 67

合計 361

◎受講までの⼿順◎
1 受講者を3⼈以上お集めください。
2 ⼦どもの未来応援チームへ連絡いただき受講⽇時と実施場所の調整をしてください。
 会場をご⽤意いただければ出張いたします。
3 当⽇に養成研修を受講していただいた後にご登録いただければ、「応援団員の証」
 (バッジ)をお渡しします。



⼦ども⾷堂と宿題カフェ⼦ども⾷堂と宿題カフェ
⾨真で広がる⾨真で広がる

⼦どもの⾒守り拠点である宿題カフェや⼦ども⾷堂が続々と開設しています。⼦どもの⾒守り拠点である宿題カフェや⼦ども⾷堂が続々と開設しています。
今回は、⾨真市内の⼦ども⾷堂や宿題カフェの開催⽇時・場所をご紹介します！今回は、⾨真市内の⼦ども⾷堂や宿題カフェの開催⽇時・場所をご紹介します！
近くの居場所に⾜を運び、⼦どもたちの⾒守りにご協⼒をお願いします！近くの居場所に⾜を運び、⼦どもたちの⾒守りにご協⼒をお願いします！
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PickPick
up!!up!!

NO.12NO.12
NO.13NO.13

宿題カフェはNPO法⼈宿題カフェはNPO法⼈
トイボックスが主催するトイボックスが主催する

取り組みです。取り組みです。
お⼿伝いしてみたい。お⼿伝いしてみたい。
などのお問い合わせはなどのお問い合わせは
06-6908-530006-6908-5300

別府まで別府まで

��



  New open‼  

2階フロアの自習スペースを使い毎
週月曜日に開催しています。
普段は１０人以上集まるこのスペー
スですが、この日は４人でのびのび
と勉強に取り組んでいて、宿題が終
わると、読書を楽しむ子どもたちで
した。

宿題カフェ特集

［情報提供先］

こども部こども政策課
電話:06-6902-6095(こども政策課)
        06-6902-6098(子どもの未来応援チーム) 

●子どもたちの見守りにご協力ください●

スタッフ
募集中！

　「子どもの未来応援団員」がスタッフとして活
動することにより、子どもたちのシグナルを早期
に発見し「子どもの未来応援チーム」へ情報提供
を行うことによって、その子どもや家庭へ必要な
支援を届けることができます。
活動への参加や情報提供などはこども政策課又は
子どもの未来応援チームまでご連絡ください。

12.地域の方々も集う
イズミヤショッピングセンター門真

13.たくさんの子どもで賑う
二島ワクワククラブはやせ

壁一面の手型が印象的なこのス
ペースは、毎週水曜日に開催し
ており、この日は席が足りないほ
ど子どもたちが集まっていまし
た。みんな、自主的に宿題に取
り組んでいました。

５月に新規開設した宿題カフェ２箇所の様子です。
今後も新規開設予定の宿題カフェもあり、見守りの輪が広
がっています。「お手伝いをしてみたい。」など少しでも
興味があれば下記連絡先へお問い合わせください。



 

⼦どもの未来応援チーム

▼対応ケース事例▼

ケース例①
情報提供者・方法　子どもの未来応援団員、電話で
対象者　　　　　   中学生男子
情報提供内容　　   学校にあまり登校していないようだ
情報収集の結果　   ①経済的に困っているよう　　　
　　　　　　　　  ②地域との交流がほとんどない
チームの対応                ①保護者の了解を得て学校と連携し、登校支援   　　
                                          を実施した。同時に物資の支援も実施した。
                          　　  ②就学援助の手続きのサポートおよび生活保護の
 　　　　　　　　      申請を勧めた。
　　　　　　　　  ③経済的に安定し、本人は高校へ進学することが 
　　　　　　　　　  できた。

応援団員の皆様からの
情報が子どもの支援に

繋がっています。
今後ともご協力を

よろしくお願いします。

ケース例②
情報提供者・方法　子どもの未来応援団員、直接
対象者　　　　　   中学生女子
情報提供内容　　   親が働き詰めで生活がしんどそうだ
情報収集の結果　   ①経済的に困窮している　　　
　　　　　　　　  ②本人の学習の遅れが見られる
チームの対応                ①就学援助の手続きの手伝いを実施し、その他
 　　　　　　　　　 色々な支援金があることなどを伝えた。
                          　　  ②母親が相談できるところができ、悩みを打ち明け
                                         ることが出来て生活が少しづつ安定した。


